








研究目的

　従来まで流産および分娩前胎児死亡(Antepartum Fetal Death)の原因は種々

あげられてきたが,なかには原因が明確に把握できない例がかなり認められる。

他方妊娠経過における血中メトヘモグロビン(Met Hb)量の増加は,必然的に子

宮,胎盤,胎児等に Anoxia を招来させ,臓器組織の酸素呼吸面での障害となって

くる。妊娠時に出現する生理的 Met Hb 血症(臨床症状は殆んど認められない)

が流産および胎児死亡の原因との間に如何なる関連性を有するか,また Met Hb

還元物質の一つである還元型グルタチオン(GSH)が如何なる役割を果している

かを血液学的見地に立って追求することを目的とした。


